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・ ８日に発表された昨年11月のユーロ圏の失業率（統一基準）は12.1％と前月から横ばい、８ヶ月連続

で過去最悪の水準を記録した（遡及改定前は９月の12.2％が過去最悪だった）。失業者数は前月差＋

３千人と、前月が４ヶ月振りの大幅減少（同▲６万９千人）を記録した割に小幅な増加にとどまった。 

・ 前月対比で失業率が上昇したのは、イタリア（12.5％→12.7％）、ルクセンブルク（6.0％→6.1％）、

スロベニア（9.7％→9.9％）、フィンランド（8.3％→8.4％）、アイルランド（12.5％→12.3％）、

オランダ（7.0％→6.9％）、ポルトガル（15.6％→15.5％）、スロバキア（14.2％→14.0％）が低下、

ドイツ（5.2％）、フランス（10.8％）、スペイン（26.7％）などその他の国々は横ばい。 

・ ユーロ圏では景気が底入れ後も緩慢な回復にとどまっており、今のところ雇用情勢の目立った改善は

期待できないが、失業率の上昇に歯止めが掛かってきたことは素直に評価できる。 

・ ７日に発表された昨年12月のドイツの失業率は6.9％と４ヶ月連続で横ばい推移ながら、失業者数は前

月差▲１万５千人と７月以来の減少となり、単月では2011年12月以来の大幅な減少を記録した。ドイ

ツの内需を取り巻く環境は引き続き好転している。 
■ユーロ圏：失業率と失業者数 ■ユーロ圏：主要国の失業率
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■ユーロ圏の失業率（統一基準、季調値）

2013
2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

ユーロ圏・失業率 12.0 12.0 12.1 12.1 12.1 12.1 12.1 12.1 12.1 12.1

失業者数（前月差、千人） 23 6 42 24 -11 22 49 48 -69 3
就業者数（前月差、千人） 169 44 -1,021 174 -80 160 356 349 -501 22
労働力人口（前月差、千人） 192 50 -979 198 -91 182 405 397 -570 25

ドイツ・失業率 5.4 5.4 5.4 5.3 5.3 5.3 5.3 5.2 5.2 5.2
フランス・失業率 10.8 10.8 10.8 10.7 10.8 10.9 10.8 10.9 10.8 10.8
スペイン・失業率 26.5 26.5 26.5 26.4 26.5 26.5 26.6 26.6 26.7 26.7

注：労働力人口と就業者数は公表数値を基に筆者が計算。季節調整や小数点桁数の関係で正確な数値ではない。
出所：Eurostat  


